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導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
宇
治
市
全
体
で
、
七
五

〇
件
、
約
六
七
・
五
4
ｒ
4
の
土
地
に
草

刈
り
の
指
導
を
行
い
、
そ
の
う
ち
七

一
八
件
、
約
六
五
む
が
所
有
者
の
ご

理
解
に
よ
り
草
刈
り
な
ど
の
処
理
を

（伊勢田町名木）

草刈り指導

ひ
と
の
み
に

な
っ
て
あ
か
る
いま

ち
づ
く
り

（
三
室
戸
小
五
年
小
林
勝
君
の
作
品
）

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

草
刈
り
は
、
伸
ぴ
ぎ
か
り
の
六
～

七
月
ご
ろ
と
、
九
月
ご
ろ
の
二
回
行

う
の
が
理
想
的
で
す
。
と
く
に
、
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
よ
う
に
秋

に
花
が
咲
く
も
の
、
立
ち
枯
れ
の
ま

ま
孤
っ
て
火
災
の
お
こ
る
恐
れ
の
あ

る
場
合
な
ど
は
、
必
ず
秋
に
も
う
一

度
刈
り
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

一

一

－

Ｉ

あ
な
た
の
ご
近
所
に
、

○
カ
や
ハ
エ
な
ど
の
衛
生
害
虫
が
発

生
し
て
い
る

○
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
著
し
い

○
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る

○
人
の
健
康
ｍ
す
る
恐
れ
が
あ
る

○
防
犯
や
火
災
予
防
の
う
え
で
好
ま

し
く
な
い

○
ウ
ン
カ
や
メ
イ
虫
な
ど
の
農
作
物

害
虫
が
発
生
し
て
い
る

○
あ
ぜ
這
や
用
水
路
な
ど
で
、
人
の

通
行
や
流
水
の
障
害
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
雑
草
の
茂
っ
た
あ
き

地
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
環
境

保
全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
所

有
者
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
市
外

に
住
ん
で
い
る
場
合
で
も
、
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を

と
り
、
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

市
民
課
窓
口

ご
近
所
の
連
絡
所
で
も
住
民
票
の

写
し
を
受
け
取
っ
た
り
戸
ｍ
－
抄

本
な
ど
を
申
請
で
き
る
「
市
役
所
連

絡
所
制
度
」
と
、
電
話
予
約
を
す
れ

ば
市
役
所
の
昼
休
み
時
間
中
で
も
証

明
類
の
と
れ
る
「
ｎ
休
み
時
間
交
付

制
度
」
が
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
に

ス
タ
ー
ト
し
て
三
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。市

役
所
連
絡
所
の
利
用
状
況
を
み

る
と
、
一
年
目
が
二
、
九
六
七
件
、

二
年
目
が
三
、
ニ
○
七
件
も
あ
り
、

や
や
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
と

く
に
、
住
民
県
の
写
し
や
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
に
利
川
さ
れ
る
の
が
多

く
、
市
役
所
へ
行
ぐ
の
が
不
便
な
地

銭
の
人
び
と
に
好
評
を
得
て
お
り
、

市
民
忠
肩
の
な
か
に
定
着
し
て
き
。
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
昼
休
み
時
間
の
交
付
件
数

を
み
る
と
、
一
年
目
三
五
六
件
、
二

年
目
二
三
四
件
と
叔
っ
て
お
り
、
一

農
業
委
員
選
挙

七
月
十
九
日
で
任
期
満
了
と
な
る

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
七
月
十

四
日
（
合
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。

宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

選
挙
に
さ
き
立
ち
立
候
補
予
定
者
と

な
お
、
昨
年
度
に
指
導
し
た
あ
き

地
の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
適
正
な

管
理
を
す
る
よ
う
に
事
前
通
知
を
し

て
い
ま
す
が
、
町
内
会
や
自
治
会
が

こ
れ
に
か
か
わ
ら
ず
自
主
的
に
、
あ

き
地
の
所
有
者
や
管
理
者
に
草
刈
り

の
妥
謂
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市

で
は
、
そ
の
町
内
会
・
鼠
器
に
報

奨
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
き
地
の
所
有
者
が
自
ら

草
刈
り
で
き
な
い
場
合
に
は
、
一
平

方
μ
当
り
四
十
円
ほ
ど
で
市
に
委
託

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
や
手
続
き
な
ど
、

く
わ
し
く
は
環
摸
保
全
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市役所連絡所

了
月
1
4
日

だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
6
月
2
6
日
（
月
）

▽
と
こ
ろ
・
・
・
職
員
会
館
大
会
議
室

（
選
挙
管
理
委
艮
会
）

6
月
2
6
日

【
昼
休
み
時
間
交
付
】
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の
事
芦
打
合
せ
会
を
行
い
ま
す
。
立

候
補
さ
れ
る
人
は
必
ず
出
席
し
て
く

立
候

補
予
定

者

事
務
打

合
せ

会

【
市
役
所
連
絡
所
】

店名 休業日

カメラのうさぎ堂毎週金曜日

江口商店 毎週水曜日

松下時計店 毎週水曜日

岩田書店 定休なし

・カメラの

駅前）うさぎ堂
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●・．－・－4－●－●ａ●‥－Ｊ皿－・・■■・’・¨－’Ｊ■㎜・・’ｌ■■¶・習¶＝－ａ－－・ａＷ

い
ま
は
雑
草
の
伸
び
る
季
節
－
。
市
内
の
あ
ち
こ
ち
の
あ
き
地
で
、
つ
よ
い
日
ざ

し
を
あ
び
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
ま
す
。
あ
き
地
の
雑
草
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
優
良
農
地
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
い
め
に
刈
り
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

す
す
ん
で
刈
り
取
り
を

市
で
は
、
昭
和
五
十
年
七
月
に
「

宇
治
市
あ
き
地
の
雑
草
等
の
除
去
に

関
す
る
条
例
」
、
い
わ
ゆ
る
草
刈
り

条
例
を
つ
く
り
、
土
地
の
所
有
者
や

管
理
者
に
対
し
て
あ
き
地
を
正
し
く

維
持
管
理
す
る
よ
う
義
務
づ
け
、
指

年間750件

大
へ
ん
便
利
で
す

証
明
類
の
交
付
な
ど

日
一
件
に
絹
た
な
い
利
用
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
だ
ま
だ

利
用
の
仕
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
な

ど
の
理
由
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

せ
っ
か
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
強

い
要
望
で
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
か

近
く
の
市
役
所
連
絡
所
で
交
付
の
手
続
き
…
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老
人
・
福
祉
医
療

7
月
か
ら
新
受
給
者
証
に

い
ま
使
っ
て
お
ら
れ
る
「
老
人
・

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
は
、
今
月

末
で
切
り
替
え
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
お
年
寄
り
や
心
身
障
害

者
な
ど
を
対
象
に
医
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
に
お

渡
し
し
て
い
る
の
が
「
老
人
・
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
」
で
、
今
月
末
で

期
限
切
れ
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
受
給
者
証
は
六
月
三
十
日

ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
七
月

一
日
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
で
診

家
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

古
い
受
給
者
証
は
郵
送
な
ど
で
お

返
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、一

53年度の児童手当所得限度額

新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ

所得限度額

一一‥－一一一一一一一一

2，226，000円

－■■皿・皿・ふ皿＝扶養親族

等および

児童数

－・還・・

Ｏ人

1人2，486，000円Ｉ

り
ま
せ
ん
が
住
所
、
扶
養
義
務
者
、

健
康
保
険
証
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
す
み
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ま

た
、
次
に
該
当
さ
れ
る
人
で
、

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

健
康
保
険
証
と
印
か
ん
を
添
え
て
福

祉
事
務
所
社
会
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
老
人
の
場
合

・
7
0
歳
以
上

・
6
5
歳
か
ら
6
9
歳
ま
で
で
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
、
ね
た
き
り
、
ひ
と

2
－
暮
ら
し
、
老
人
世
帯
、
身
障
四

級
以
上
の
い
ず
れ
か
の
人

▽
心
身
障
害
者
（
児
）
の
場
合

一一・

2，746．000円
一一一一
3，006，000円
一一一一
3，266，000円

3，526，000円

一 一 一

2人

3人

4人

5 人

－ ・ 還 ・ ■ ・ － ｉ － － － ■ － ・ ■ 伽 「

以下1人増すごとに260，000円加算

80，000円

60，000円

社会保険料一律

老人扶養親族ｉ人につき

・
身
障
等
級
一
・
二
級
の
人

・
精
阿
重
度
の
人

こ
と
し
の
児
童
手
当
の
所
得
限
度

額
は
昨
年
と
同
額
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
各
控
除
額
は
三
万
円
引

き
上
げ
ら
れ
、
次
の
表
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。

児
童
手
当
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
こ
の
条
件

に
あ
て
は
ま
る
人
は
福
祉
事
務
所
福

－

―

ｔ

ｒ

－

Ｉ

いずれも230，000円

310，000円

障害者控除

老年者・・

寡婦”

勤労学生・・

特別障害〃

限
度
額
に
加
算

・
身
障
等
級
三
級
で
、
精
溥
中
度
の

人
▽
母
子
家
庭
児
童
の
場
合

・
鰐
認
菅
終
了
前
の
児
童

※
た
だ
し
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て

い
る
本
人
や
無
保
険
の
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

（
社
会
課
）

分
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

届
け
期
間

が
変
更

手
話

学
習
教
室

西
小
倉

中
学
校

東
に
は
喜
撰
山
・
朝
日
山
な
ど
緑
屎

い
山
な
み
が
横
た
わ
り
、
近
鉄
沿
線

西
小
倉
中
は
詩
情
豊
か
な
旧
巨
掠

池
の
一
角
に
位
置
し
て
お
り
、
北
に

桃
山
御
陵
・
伏
見
桃
山
城
を
仰
ぎ
、

消
費
生
活

連
続
講
演
会

応
募
さ
れ
る
人
は
、
7
月
2
0
日
ま

で
に
宇
治
市
立
西
小
倉
中
学
校
校
歌

制
定
委
員
会

校
歌
募
集

＝
伊
勢
田
町

遊
田
7
の
1

（
⑩
0
5
7

に
は
住
宅
街
が
広
が
り
、
自
然
の
恵
Ｏ
番
）
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

み
と
人
為
の
恵
み
の
調
和
し
た
学
習

に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

「
ご
ま
か
し
値
上
げ
を
み
や
ぷ
ろ

う
」
、
調
師
は
京
都
消
団
連
事
務

局
長
高
橋
和
子
さ
ん
。

い
ず
れ
も
、
会
場
は
市
民
会
館
内

の
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
、
時
間
は
午

前
9
時
半
か
ら
1
2
時
ま
で
で
す
。

参
加
料
は
無
料
1
0
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

納
税
の

出
張
受
付
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（
教
育
委
貝
会
）

の
窓
口
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
の
つ
ど
い

市
営
プ
ー
ル
の

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▽▽

トト0脂経

Ｓ談彗學竺循ふ

ｙ七

ｉｉ7Ｋ三
斟゛

8勤る

汲

年若

ｆｌ

量響余響＾孟≪

Ｓ息萱易

・－－－●・¶■－¶・Ｉ－｜■－■－－－

▽
給
料
・
＝
高
校
生
一
時
間
四
〇
〇
円
‘

大
学
生
一
時
間
四
五
〇
円
・

応
募
申
込
み
用
紙
は
公
園
事
務
所
¨

に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
‘

は
6
月
2
5
日
ま
で
に
取
り
に
来
て
申
一

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
＾

お
問
い
合
せ
は
黄
梁
公
園
管
理
事
’

務
所
＝
五
ヶ
庄
三
番
割
官
有
地
、
｛
｀
・

話
＠
一
九
〇
五
番
へ
。

木造建築のＪとなら
京都府木造住宅ローン（株）取次店

設建カ
。ｙｆ＾Ｗ大

御蔵山商店街

ぜひ当社にご用命を

ｃ0774（31）5038

住宅の新築・増改築はローンをご利用下さい。

手続は簡単、当社にお気軽にご相談下さい。

児
童
手
当

所
得
限
度
額
決
ま
る

祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
は
、

①
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る

こ
と
。

②
父
母
の
い
ず
れ
か
が
日
本
国
籍
で

あ
る
こ
と
。

③
養
育
者
の
所
得
額
が
表
の
限
度
額

を
超
え
な
い
こ
4

以
上
の
条
件
を
満
た
す
人
に
月
額

五
千
円
（
十
月
か
ら
市
民
税
所
得
割

非
課
税
世
帯
に
は
六
千
円
）
が
支
給

さ
れ
る
制
度
で
す
。

現
況
届
は

6
月
末
ま
で
に

思
わ
れ
る
。

匈
電
子
計
量
器
は
、
風
袋
の
ｍ
さ
を

ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
か
わ

か
り
に
く
い
。
ま
た
、
風
袋
引
き

の
ラ
ン
プ
が
つ
い
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
不
足
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
計
ｍ
は
ま
だ
ま
だ

不
正
確
な
の
が
実
情
で
す
。
私
た
ら

法
の
な
か
か
ら
、
消
賢
者
と
し
て
知

っ
て
お
き
た
い
知
識
を
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

岡
商
品
に
は
、
先
に
述
べ
ま
し
た
よ

う
に
、
客
の
目
の
前
で
計
っ
て
販

売
ず
る
面
前
計
量
の
商
品
と
、
あ

ら
か
じ
め
密
封
し
て
販
売
ず
る
正

味
量
表
記
商
品
の
二
つ
が
あ
り
ま

ま
だ
ま
だ
不
正
確

モ
ニ
タ
ー
が
計
量
調
査

凶目りしら引・

うｉ．緊まな・ｉ）

りなういと

がとこうさ多はとち｀

くｍ．がに計

｀目あ商量問表る品器

題示°をの
がのおｓｔ

あな・ろが
るいしｉｌこ

と盛てま

消
費
者
に
と
っ
て
、
商
品
の
品
質
や

価
格
と
と
も
に
、
正
確
な
計
量
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
計
量
を
正
確
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
計
量

す
。

向
計
量
決
で
は
、

各
商
品
ご
と
に

許
容
誤
差
の
値

（
量
目
公
差
）

を
定
め
て
い
ま
す
。

0
風
袋
（
ｎ
－
引
き
紙
、
竹
の
皮
、

発
泡
ス
Ｉ
ｋ
ロ
ー
ル
容
器
な
ど
）
や

牛
肉
の
つ
け
あ
ぷ
ら
は
量
目
に
合

ま
れ
ま
せ
ん
。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

計量調査結果

言言ヤ苧

ニレレ丁

丁寸了

0＼
ニ？ｊム

▽可▽0レ①レ
琵
貼
が

騨
吊
ほ

認
鰯
燧
岫
冊

は
な
る
べ
く
尨
目
を
確
か
め
て
購
入

・
丁
剣
十
互
一
剽

・
超

Ｔ
い
Ｉ
釦
こ

1
2

二
し
・
適
一

利

0 1
い
ｙ
Ｕ
一
割

一
～
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濁

マ
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Ｉ
・
レ
ー
ー
き
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・
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・
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甘
心
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一

皿
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Ｊ
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・
叫
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